
第
十
七
章
洋
品
の
業
績

パ
ラ
ソ
ル
の
味

995

、
廿
凸
〃
〃

｢流行新相」と洋品カタログ

次
に
洋
物
部
に
つ
い
て
概
説
し
て
見
よ
う
。
こ
の
部
で
は
卸

売
と
小
売
の
両
方
を
取
扱
っ
て
い
た
。
卸
売
係
で
は
小
売
店
の

販
売
の
便
に
供
す
る
た
め
、
昭
和
七
年
二
月
一
日
か
ら
「
丸
善

洋
物
ニ
ュ
ー
ス
」
な
る
印
刷
物
を
発
刊
し
、
十
一
年
四
月
一
日

付
第
二
十
六
号
ま
で
関
係
者
に
継
続
配
布
し
て
い
た
。
こ
の
ほ

か
に
、
商
品
目
録
を
毎
年
四
季
と
り
ど
り
の
商
品
に
つ
い
て
八

種
類
発
行
し
、
ま
た
必
要
に
応
じ
「
季
節
の
洋
品
」
と
題
し
た

宣
伝
用
の
冊
子
そ
の
他
も
発
行
し
て
い
た
。
そ
の
中
で
昭
和
十

二
年
三
月
に
第
一
号
が
創
刊
さ
れ
、
以
後
毎
月
発
行
さ
れ
た

Ｂ
４
判
の
豪
華
な
目
録
「
流
行
新
相
」
が
あ
る
。
今
、
こ
の
頃

取
扱
っ
た
洋
品
。
雑
貨
類
の
一
覧
表
を
掲
げ
る
と
左
の
よ
う
で



（
帝
国
製
帽
製
）

丸
善
特
製
ｌ

ア
テ
ナ
印
ｌ
厚
毛
メ
リ
ヤ
ス
簿
毛
〆
リ
ャ
ス
ク
レ
ー
プ

シ
ャ
ッ
婦
人
用
肌
着
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
腹
巻
猿
又

ス
リ
ッ
プ
オ
ー
バ
ー
袖
無
ジ
ャ
ヶ
ッ
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
襟
付

運
動
ワ
イ
シ
ャ
ツ

セ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
印
学
生
帽

ヘ
ン
プ
ハ
ッ
ト
（
帝
国
製

目
メ
リ
ヤ
ス
類

㈲
帽
子

丸
善
特
製
ｌ

セ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
印
ウ
ー
ル
製
中
折
帽
子

セ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
印
フ
ァ
ー
製
中
折
帽
子

セ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
印
麦
稗
帽
子

セ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
印
シ
ル
ク
ハ
ッ
ト

セ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
印
中
山
帽
子

メ
リ
ヤ
ス
類

あ
る
。

輸
入
品
ｌ

薄
毛
メ
リ
ャ
ス

シ
ャ
ッ

プ
ル
オ
ー
バ
ー

か
ぶ
り
型
セ
ー
タ
ー

輸
入
品
ｌ

中
折
帽
子
、
英
国
（
ク
リ
ス
チ
ー
社
ジ
ェ
ー
ム
ス
。
ミ
ル
社

グ
リ
ー
ン
社
バ
ッ
タ
ス
ピ
ー
社
ワ
ー
ド
社

リ
ン
ト
ン
社
ロ
ン
バ
ー
ト
社
）

“
伊
国
（
グ
ロ
ス
ワ
ル
ッ
社
ゼ
ル
ポ
ー
社
）

中
山
帽
子
ク
リ
ス
チ
ー
社
ワ
ー
ド
社
グ
リ
ー
ン
社

シ
ル
ク
ハ
ッ
ト
ク
リ
ス
チ
ー
社

英
国
（
ウ
ォ
ー
ル
ゼ
ー
社
ラ
ナ
社

モ
ー
レ
ー
社
）

英
国
（
モ
ー
レ
ー
社
）

英
国
（
モ
ー
レ
ー
社
）
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枕
西
洋
剃
刀

フ
肩
当
洋
傘

ズ
ボ
ン
吊
り
胴
締
腕
輪
ガ
ー
タ
ー
靴
ベ
ラ
カ
フ
ス
釦
カ
ラ
ー
釦
櫛
ス
ポ
ン
ジ
バ
ッ
ク
ハ
ン
カ
チ
ー
フ
空
気

枕
西
洋
剃
刀
皮
砥
油
靴
ク
リ
ー
ム
白
靴
用
チ
ョ
ー
ク
安
全
剃
刀
毛
布
膝
掛
羽
根
燕
団
ク
ッ
シ
ョ
ン
ス
カ
ー

四
雑
貨
小
間
物
類

ｆ
＃
ｉ

丸
善
特
製
ｌ
ア
テ
ナ
印
ゥ
室
ず
‐
ブ
ル
ー
フ
コ
ー
ト
ブ
レ
輸
入
品
ｌ
ウ
エ
ザ
‐
プ
ル
‐
フ
コ
‐
卜
（
英
国
エ
ム
コ
ダ
ィ

モ
レ
ッ
ク
ス
印
ゥ
エ
ザ
ー
プ
ル
ー
フ
コ
ー
ト
ン
社
シ
デ
ン
ハ
ム
社
）

(三） ブ
レ
モ
レ
ッ
ク
ス
印
ス
ム
‐
ス
地
ｌ
シ
ャ
ッ

マ
ア
ン
ダ
ー
シ
ャ
ツ
コ
ン
ピ
ネ
ー
シ
ョ
ン

ァ
ン
ゴ
レ
ー
ヌ
ー
シ
ャ
ッ
ズ
ポ
ン
腹
巻

ベ
ッ
ド
ソ
ッ
ク
ス
寝
間
着

こ
こ
で
掲
げ
た
安
全
剃
刀
は
、
丸
善
が
総
代
理
店
で
あ
っ
た
英
国
製
バ
レ
ー
自
働
研
安
全
剃
刀
Ｃ
普
及
型
の
こ
と
で
、
巳
に
大
正
十

一
年
九
月
従
来
の
Ｂ
型
に
代
っ
て
輸
入
さ
れ
、
着
荷
毎
に
売
切
れ
に
な
る
と
云
う
素
晴
し
い
売
行
を
見
せ
て
い
た
。
こ
の
た
め
特
に
そ

の
販
売
に
力
を
入
れ
、
昭
和
五
年
十
一
一
月
十
日
「
バ
レ
ー
ニ
ュ
ー
ス
」
第
一
号
を
創
刊
、
各
小
売
商
店
に
頒
布
し
て
そ
の
宣
伝
に
努
め

た
。
し
か
し
日
華
事
変
勃
発
後
輸
入
困
難
に
陥
入
っ
た
た
め
、
国
産
品
を
以
っ
て
之
に
代
え
る
こ
と
を
考
え
、
東
京
の
平
野
製
作
所
で

製
造
し
た
、
ア
テ
ナ
自
働
研
安
全
剃
刀
を
昭
和
十
四
年
十
一
月
か
ら
売
出
し
た
。

洋

園

儒
祥
ブ
ル
カ
シ
メ
ャ
短
靴
下
英
国
（
モ
ー
レ
ー
社
シ
ェ
ー
社
）

猿
又

ペ
チ
コ
ー
ト
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自動研

l〕……

昭和Ｓ年頃の丸善の洋品

.…･･￥

英・バーベリ

レインハット

仏一アンベルジェ社ネクタイ……￥10.00

。
ノ
イ
・
テ

共
し
仏
ス

バーベリ

ンコート

エミール

ツキ!‘藤､，

英。Ｋブラン

カーフ靴･…･・

12本セット・・…･￥235.00

丸善製空の旅用スーツケース･・アヴイアトリ”…･･･￥20.50

二 二≧

仏・ジャンパトウ社粉おしろいセット

.‘カクテルパウダー､，｡…．．￥120.00

仏・ジャンパトウ社香水セット

"カクテルセット，.….:.￥５５０．００

998

丸善製グラッドストンバッグ･･････￥30.00

〃
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パラソルをさす女性（共同提供）

肢
に
評
さ
れ
て
ゐ
ま
す
が
、
此
年
流
行
の
新
品
は
特
に
無
地
好

み
の
も
の
が
多
く
、
裏
張
り
地
の
色
調
が
表
地
と
色
彩
音

楽
的
二
重
奏
を
成
し
て
有
り
来
り
の
線
や
模
様
以
上
、
如

何
に
も
超
時
代
的
な
美
感
快
感
を
肱
り
ま
す
。

こ
れ
は
昭
和
五
年
三
月
号
の
「
学
鐙
」
に
載
せ
ら
れ
た
広
告

文
で
あ
る
。

果
た
せ
る
か
な
、
此
の
企
て
は
一
般
婦
女
子
の
好
み
に
投
じ
、

「
日
傘
を
か
ざ
す
こ
と
」
が
モ
ダ
ー
ン
・
ガ
ー
ル
の
表
微
か
の

・
ハ
ヲ
ソ
ル
う
す
ぎ

如
く
考
皇
え
ら
れ
、
日
傘
を
拡
げ
た
薄
着
の
婦
人
や
、
水
着
姿
の

ア
ブ
ノ
ー
マ
ル
な
女
性
さ
え
現
わ
れ
て
公
園
や
繁
華
街
を
闇
歩

ま
た
洋
傘
で
は
新
機
軸
を
出
し
た
も
の
を
発
売
し
た
。
即
ち
、
折
り
た
Ｌ
み
式
洋
傘
の
発
売
で
あ
る
。
丸
善
が
洋
傘
を
販
売
し
た
年

代
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
唐
物
店
が
洋
物
卸
店
と
改
称
し
た
明
治
一
一
一
十
一
年
以
前
、
己
に
英
国
フ
ォ
ッ
ク
ス
社
日
本
代
理
店
の
手
を
通

じ
て
洋
傘
。
日
傘
の
骨
を
輸
入
し
、
こ
れ
に
国
産
の
布
地
を
張
り
つ
け
て
売
出
し
て
い
た
。
そ
の
後
何
回
か
の
改
良
が
行
わ
れ
、
携
帯

に
便
利
で
、
且
つ
軽
く
、
時
に
は
日
傘
代
り
に
も
、
ス
テ
ッ
キ
代
り
に
も
な
る
の
で
、
一
部
奇
を
好
む
紳
士
た
ち
に
は
至
極
重
宝
が
ら

れ
た
が
、
何
し
ろ
当
時
と
し
て
は
値
段
も
相
当
高
か
つ
た
の
で
、
充
分
普
及
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
宣
伝
効
果
の
強
い
婦
人
層
を
ね
ら

っ
て
登
場
し
た
の
が
「
丸
善
の
春
の
日
傘
」
で
あ
っ
た
。

丸
善
の
パ
ラ
ソ
ル
は
モ
ダ
ー
ン
中
に
渋
味
と
深
味
が
あ
る
と
一
般
に
評
さ
れ
て
ゐ
ま
す
が
、
此
年
流
行
の
新
品
は
特
に
無
地
好



す
る
程
の
流
行
を
見
た
。
し
か
し
洋
傘
の
本
来
の
目
的
は
雨
傘
で
あ
り
、
・
ハ
ラ
ソ
ル
は
太
陽
光
線
の
直
射
を
さ
け
る
の
が
主
な
目
的
で
、

装
飾
品
と
見
ら
れ
て
い
た
か
ら
、
当
時
と
し
て
は
十
一
円
以
上
と
い
う
高
価
で
あ
っ
た
た
め
、
一
般
の
需
要
を
満
す
こ
と
が
出
来
な
か

っ
た
。
そ
こ
で
、
昭
和
七
年
一
月
頃
か
ら
実
用
的
な
「
婦
人
用
雨
傘
」
を
英
国
か
ら
輸
入
し
て
こ
れ
を
売
り
出
し
た
。

っ
た
。
そ
こ
で
、
昭
和
七
年
一

そ
の
時
の
広
告
文
に
は
、

雨
傘
に
し
て
も
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
時
代
に
は
、
そ
れ
に
即
す
る
様
な
所
産
が
あ
っ
て
い
Ｌ
筈
。
勿
論
畳
め
る
と
い
ふ
着
想
は
既
に
あ

っ
た
に
し
て
も
斯
う
迄
合
理
的
に
畳
め
る
の
は
無
か
っ
た
と
思
ひ
ま
す
。
あ
の
持
ち
運
び
に
不
便
な
雨
傘
が
、
ど
ん
な
に
便
利
に

折
り
畳
み
傘

1000

在
来
の
紙
張
り
雨
傘
よ
り
は
耐
久
力
の
大
な
点
か
ら
比
べ
る
と
反
っ
て
安
価
と
云
へ
る
黒
毛
締
子
張
洋
傘
ｌ
生
地
は
英
国
製

う
す
で

比
較
的
薄
手
で
軽
く
さ
し
よ
く
、
雨
に
対
し
て
も
丈
夫
な
こ
と
無
類
で
す
。

と
調
っ
て
い
る
。
そ
の
販
売
価
格
も
三
円
八
○
銭
と
言
え
ば
、
ま
ず
手
頃
な
も
の
だ
と
言
え
よ
う
。
こ
の
販
売
状
況
は
至
極
良
好
だ
っ

た
の
で
、
紳
士
用
の
実
用
的
な
雨
傘
を
も
輸
入
し
て
売
り
出
し
た
が
、
何
ん
と
云
っ
て
る
「
折
り
た
Ｌ
み
式
」
の
洋
傘
の
発
明
と
売
り

出
し
は
、
奇
を
好
む
紳
士
の
需
要
以
外
に
も
、
携
帯
に
便
な
る
点
か
ら
一
般
人
士
に
珍
重
さ
れ
た
。
今
日
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
殆
ん
ど

凡
て
が
、
日
常
生
活
の
必
需
品
と
し
て
重
宝
し
て
い
る
こ
の
便
利
な
雨
傘
が
、
今
か
ら
凡
そ
四
十
年
前
に
、
丸
善
の
創
意
工
夫
に
よ
っ

て
製
造
さ
れ
、
市
場
を
賑
わ
し
た
こ
と
は
全
く
驚
異
に
価
す
る
。
し
か
も
新
案
特
許
第
二
○
一
七
八
九
号
で
登
録
し
て
い
る
点
か
ら
言

っ
て
も
、
自
信
に
満
ち
た
当
事
者
の
態
度
が
窺
わ
れ
、
広
告
文
か
ら
も
そ
の
一
端
が
察
せ
ら
れ
る
．
即
ち
Ｉ

分
解
簡
単
・
体
裁
よ
く
。
携
帯
至
便
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；

な
っ
た
か
、
し
か
も
ひ
ろ
げ
た
時
、
生
地
が
た
る
ま
ず
、
接
続
次
々

、
、
、

に
具
合
よ
く
、
ま
た
あ
け
た
て
に
は
ぢ
き
が
吸
ひ
込
ま
れ
る
様
な
調

子
の
感
じ
よ
さ
は
、
ど
う
ぞ
御
試
用
に
侯
っ
て
お
聞
か
せ
下
さ
い
。
」

（
昭
和
十
一
年
六
月
号
学
鐙
広
告
文
よ
り
）

そ
の
機
構
の
詳
細
は
挿
入
図
の
説
明
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
が
、
た

だ
今
日
流
行
を
見
て
い
る
も
の
と
異
な
る
と
こ
ろ
は
、
傘
と
柄
の
部
分
と

が
分
離
し
、
更
に
柄
が
二
つ
の
部
分
に
分
か
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

⑤
化
粧
品
類

こ
の
頃
に
な
る
と
輸
入
化
粧
品
の
ほ
か
に
丸
善
特
製
の
化
粧
品
の
種
類

は
極
め
て
多
く
な
り
、
昭
和
八
年
の
化
粧
品
目
録
に
よ
る
と
、
左
の
十
四

種
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。

丸
善
ベ
ー
ラ
ム
丸
善
ヘ
ァ
ト
ー
ー
ッ
ク
丸
善
オ
ー
ド
コ
ロ
ン
丸
善

ラ
ベ
ン
ダ
ー
ウ
ォ
ー
タ
ー
丸
善
オ
ー
ド
キ
ニ
ー
ン
ミ
ル
ク
。
オ
ブ
。

キ
ュ
ー
カ
ン
バ
ー
ベ
ー
ラ
ム
・
コ
ス
メ
チ
ッ
ク
ベ
ー
ラ
ム
・
ポ
マ
ー

ド
ア
テ
ナ
ポ
マ
ー
ド
丸
善
薬
歯
磨
粉
丸
善
歯
香
水
丸
善
浴
用
石

鹸
丸
善
ロ
ー
ズ
石
鹸
丸
善
ア
テ
ナ
石
鹸

１００１

〔肌〕

折りたたみ傘の仕組



更
に
昭
和
十
四
年
に
は
右
の
外
、

ベ
ー
ラ
ム
。
ヘ
ャ
ク
リ
ー
ム
ベ
ー
ラ
ム
・
ギ
フ
ト
ポ
ッ
ク
ス
丸
善
水
歯
磨
香
水
エ
ロ
イ
カ
香
水
ポ
ロ
ネ
ー
ズ
香
水
ソ
ワ

レ
香
水
ゴ
ャ
香
水
プ
チ
ゴ
ャ
ゴ
ャ
・
ロ
ー
シ
ョ
ン
ゴ
ャ
。
ク
リ
ー
ム
ダ
イ
ス
。
オ
ー
ド
コ
ロ
ン
丸
善
オ
ー
ド
コ
ロ
ン

ゴ
ャ
・
ス
キ
ン
ト
ー
ー
ッ
ク
香
水
オ
ッ
ト
ー
香
水
バ
ル
カ
ン
丸
善
モ
ル
サ
ッ
プ
メ
ロ
ー
ル
・
ロ
ー
シ
ョ
ン
メ
ロ
ー
ル
・
ギ
フ

ト
。
ボ
ッ
ク
ス
サ
ン
ダ
ル
石
鹸
フ
ル
ー
ル
石
鹸

今
、
丸
善
が
取
り
扱
い
並
に
販
売
し
た
外
国
製
日
用
品
の
輸
入
額
の
昭
和
十
二
年
度
一
か
年
の
推
定
記
録
が
現
存
し
て
い
る
か
ら
、

そ
れ
を
左
に
転
載
し
て
お
こ
う
。

で
あ
る
。

1００２

因
に
こ
れ
ら
の
化
粧
品
の
う
ち
、
丸
善
バ
ス
・
ソ
ー
プ
は
成
和
商
会
、
ア
テ
ナ
石
鹸
と
ロ
ー
ズ
石
鹸
と
は
芳
誠
社
で
製
造
し
、
ゴ
ャ
、

エ
ロ
イ
カ
、
ポ
ロ
ネ
ー
ズ
等
の
香
水
は
バ
ー
タ
ー
・
ト
レ
ー
ド
に
よ
り
、
ブ
ル
ガ
リ
ヤ
か
ら
モ
ル
ト
を
輸
入
し
、
内
外
製
網
株
式
会
社

で
加
工
し
て
販
売
し
た
。
ま
た
こ
れ
以
外
の
化
粧
品
は
、
早
矢
仕
有
的
の
女
婿
和
田
治
衛
及
び
そ
の
子
の
耕
平
が
経
営
す
る
横
浜
の
丸

善
薬
店
で
製
造
し
て
い
た
。
な
お
現
在
男
性
用
化
粧
品
エ
ロ
イ
カ
と
し
て
、
カ
ネ
ボ
ウ
化
粧
品
か
ら
宣
伝
発
売
さ
れ
好
評
を
博
し
て
い

る
エ
ロ
イ
カ
の
名
称
は
、
イ
タ
リ
ー
語
で
英
雄
を
意
味
し
、
丸
善
の
創
案
に
懸
わ
る
も
の
で
、
逸
早
く
昭
和
七
年
八
月
九
日
に
商
標
登

録
を
済
ま
せ
た
が
、
そ
の
後
昭
和
四
十
四
年
二
月
十
七
日
に
こ
の
商
標
登
録
を
カ
ネ
ボ
ウ
化
粧
品
に
譲
渡
し
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
の
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洋
物
部
に
於
て
も
各
種
の
展
覧
会
を
催
し
た
が
、
こ
の
企
て
は
図
に
当
た
り
、
他
の
一
流
百
貨
店
に
も
波
及
し
、
時
な
ら
ぬ
展
覧
会

ブ
ー
ム
を
捲
き
起
し
た
。
即
ち
丸
善
が
そ
の
魁
を
な
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
試
み
に
そ
の
二
、
三
を
拾
っ
て
見
る
と
次
の
よ
う
な
も

の
が
あ
る
。
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二
洋
物
部
の
展
覧
会

㈲
珍
奇
皮
革
展
覧
会

て
づ
く
り

主
と
し
て
パ
リ
の
コ
ァ
ペ
ル
商
会
の
手
造
ロ
、
が
出
陳
さ
れ
た
が
、
資
材
の
原
皮
は
、

く
ぐ
い

あ
し
か

蛎
賜
（
数
種
）
蛇
（
数
種
）
カ
メ
レ
オ
ン
舵
烏
禿
隠
鵠
ト
ナ
カ
イ
野
猪
カ
ン
ガ
ル
ー
海
豹
（
数
種
）
海
随

鮫
（
数
種
）
鮭
が
ま
鰻
亀
食
用
蛙
蛸
鰐

等
全
部
ウ
ィ
ー
ン
な
め
し
で
、
更
に
そ
れ
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
紙
入
、
ド
ル
入
、
ハ
ン
ド
バ
ッ
グ
、
煙
草
入
れ
、
宝
石
函
な
ど
が
陳
列

珍
奇
皮
革
展
覧
会

匂
ひ
の
展
覧
会

今
Ⅱ
の
帽
子
展
覧
会

プ
ル
ノ
ー
・
タ
ウ
ト
指
導
小
工
芸
品
腿
覧
会

昭
七
準
‐
七
月
一
Ｈ
１
‐
ｒ
五
，

昭
八
年
五
月
－
１
１
十
Ｊ

昭
九
年
‐
九
ｍ
Ａ
辛
‐
一
五
個
’
’
十
４
－
日

昭
十
年
十
一
月
十
五
期
１
二
十
一
日

本
置
売
場

本
店
別
室

本
店
売
場

木
簡
別
室

展
覧
会
名

会
期
一
会
場



さ
れ
た
。
の
ち
こ
れ
に
倣
っ
て
、
鰐
、
蛸
、
噺
賜
の
袋
物
、
野
猪
の
手
袋
等
が
市
場
に
現
わ
れ
て
、
女
性
の
間
に
普
及
し
た
の
は
、
こ

の
展
覧
会
の
影
響
に
よ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
展
覧
会
は
非
常
に
好
評
で
あ
っ
た
か
ら
、
引
き
続
き
会
場
を
仙
台
、
福
岡
、
京
都
、

大
阪
の
各
支
店
に
う
つ
し
て
開
催
さ
れ
、
い
ず
れ
も
本
店
に
劣
ら
ぬ
人
気
を
よ
ん
だ
。
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伺
匂
ひ
の
展
覧
会

ゲ
ラ
ソ
カ
ロ
ソ
コ
テ
イ
ー
ウ
ー
ピ
ガ
ソ
ミ
戸
ラ
レ
ー

こ
の
展
覧
会
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
香
水
製
造
専
門
会
社
の
中
か
ら
、
の
ロ
①
①
国
甘
》
ｏ
胃
○
口
》
ｏ
ｏ
ｑ
》
国
呂
宮
閣
員
冒
匿
○
戸
園
匡
ｇ

ラ
ソ
テ
リ
ッ
ク
プ
ラ
ソ
ス
マ
キ
ア
ベ
リ
ー
ジ
ヤ
ソ
バ
ト
ウ
リ
ュ
シ
ア
ソ
ル
ロ
ソ
シ
ヤ
ネ
ル

耐
ｇ
昏
農
。
》
厚
宮
８
昌
騨
ｏ
宮
湧
く
農
の
八
社
と
、
衣
裳
店
兼
香
水
製
造
業
者
の
中
か
ら
、
『
①
§
も
呉
○
屋
》
旨
９
８
耐
堅
○
属
》
ｏ
冨
口
の
］
》

ラ
ソ
パ
ソ
ワ
イ
ル
ウ
オ
ル
ト
そ
り
ヌ
ー

冒
口
ぐ
旨
・
言
＆
》
尋
。
Ｈ
啓
》
旨
。
］
旨
の
貝
の
七
社
を
選
び
そ
の
代
表
品
を
輸
入
出
品
す
る
と
共
に
、
明
治
初
年
以
来
わ
が
国
に
輸
入
さ

れ
た
歴
史
的
な
香
水
と
し
て
左
表
の
各
種
を
も
、
苦
心
蒐
集
の
上
展
示
し
た
。

明
治
当
初

明
治
十
年
頃

日
清
戦
争
後

側
露
戦
争
後

滝
香
水

お
い
ら
ん
香
水

団
十
郎
香
水

豚
香
水

へ
リ
オ
香
水

赤
箱
香
水

シ
ク
ラ
メ
ン
香
水

レ
ッ
テ
ル
の
中
央
に
噴
水
の
壷
の
図
柄
有
需
当
時
の
人
が
之
を
滝
と
見
誤
る

押
伽
本
向
き
製
品
と
し
て
レ
ッ
テ
ル
に
、
お
い
ら
ん
（
遊
女
）
団
十
郎
（
役
者
）
の
図
あ
り

原
料
へ
リ
オ
ト
ロ
ｉ
プ

意
匠
赤
箱
入
り

原
料
シ
ク
ラ
メ
ン

年
代

香
水
名

術

一墜

ぴづ



こ
れ
ら
の
展
示
香
水
に
は
一
女
そ
の
香
風
や
用
途
或
い
は
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
記
し
た
説
明
書
を
添
え
た
。
ま
た
面
白
い
企
て
の
一
つ
と

し
て
、
香
料
の
基
本
的
種
類
と
し
て
の
動
物
性
香
料
四
種
、
植
物
性
香
料
一
六
種
合
計
一
一
○
種
の
匂
い
を
音
階
に
あ
て
は
め
、
例
え
ば

苔
蔽
は
ド
、
ヘ
リ
オ
ト
ロ
ー
プ
は
し
と
言
う
風
に
定
め
、
Ａ
と
Ｂ
、
Ｃ
と
Ｄ
と
の
匂
い
を
組
合
せ
た
時
、
調
和
す
る
も
の
と
、
し
な
い

も
の
が
あ
る
が
、
こ
れ
を
音
符
で
示
し
一
目
瞭
然
た
ら
し
め
た
。
更
に
会
期
中
は
毎
日
特
異
な
匂
い
を
持
つ
香
料
一
種
を
焚
き
、
・
ハ
リ

の
風
物
詩
を
場
内
一
杯
に
漂
わ
せ
た
。

因
に
「
匂
の
話
」
と
い
う
小
冊
子
を
凡
そ
三
、
○
○
○
部
印
刷
し
こ
れ
を
配
布
し
た
が
、
こ
れ
に
は
匂
い
の
起
源
。
沿
革
。
挿
話
・

香
料
の
原
料
。
香
水
の
選
び
方
。
使
い
方
及
び
現
代
の
有
名
香
水
会
社
の
経
歴
に
つ
い
て
説
明
を
加
え
、
大
い
に
好
評
を
博
し
た
。

五
、
今
日
の
流
行
帽
子

1００７

㈲
今
日
の
帽
子
展
覧
会

こ
の
展
覧
会
は
己
に
六
年
前
の
昭
和
三
年
に
開
か
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
今
回
は
時
代
も
そ
の
時
と
違
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
だ

け
に
別
な
意
義
が
あ
っ
た
と
も
言
え
よ
う
。
そ
う
し
て
こ
の
時
出
品
さ
れ
た
も
の
は

一
、
帽
子
の
歴
史
的
展
覧
三
○
点

一
一
、
文
明
国
に
於
て
用
い
ら
れ
て
ゐ
る
特
種
用
途
の
最
近
の
帽
子
一
五
点
余

一
一
一
、
現
代
の
中
折
帽
子
の
種
為
な
形
と
其
の
由
来
一
○
点
余

四
、
明
治
初
年
以
降
日
本
に
流
行
し
た
帽
子
の
変
遷
の
時
代
的
出
陳
一
一
一
点



数
こ
そ
前
回
に
比
し
て
少
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
だ
け
に
よ
く
整
理
精
選
し
、
観
客
の
理
解
を
深
め
た
。
殊
に
此
の
際
配
布
し
た
約
五

千
部
の
「
帽
子
の
話
」
と
言
う
小
冊
子
に
は
、
帽
子
の
発
達
史
、
現
代
世
界
各
国
の
優
秀
帽
子
製
造
会
社
、
帽
子
の
種
類
と
形
な
ど
が

よ
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
て
、
見
る
人
の
帽
子
に
関
す
る
知
識
を
助
け
、
格
好
の
文
献
と
し
て
喜
ば
れ
た
。

事
務
用
器
械
類
の
取
扱
い
は
文
具
部
の
所
管
に
属
し
た
が
、
日
華
事
変
後
外
国
か
ら
の
輸
入
が
困
難
と
な
っ
た
の
に
引
き
換
え
、
却

三
事
務
用
器
械
と
文
具

1008

㈲
ブ
ル
ノ
ー
・
タ
ウ
ト
指
導
小
工
芸
品
展
覧
会

プ
ル
ノ
ー
・
タ
ウ
ト
は
世
界
一
流
の
ド
イ
ツ
の
建
築
家
で
、
来
朝
後
日
本
建
築
を
特
別
の
視
野
か
ら
観
察
し
、
「
伊
勢
神
宮
の
素
撲

な
建
築
美
は
、
世
界
に
そ
の
比
を
見
な
い
も
の
」
と
嘆
賞
し
、
当
時
わ
が
国
に
膨
群
と
し
て
起
り
つ
Ｌ
あ
っ
た
国
粋
主
義
者
た
ち
を
い

た
く
感
激
せ
し
め
た
。
彼
は
昭
和
八
年
我
が
国
に
渡
舶
し
て
か
ら
、
余
技
で
あ
る
工
芸
品
に
対
し
て
も
強
い
関
心
を
寄
せ
、
こ
れ
に
改

良
応
用
を
加
え
、
現
代
風
の
商
品
と
し
て
世
界
に
進
出
せ
し
め
よ
う
と
す
る
意
図
か
ら
、
高
崎
在
住
の
工
芸
家
井
上
房
一
郎
と
協
力
し
、

製
作
者
た
ち
の
指
導
に
当
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
作
品
の
展
観
を
し
た
の
が
こ
の
展
覧
会
で
、

室
内
装
飾
具
身
辺
細
貨
類
食
器
織
物
衣
類
家
具
類

の
全
般
に
渉
っ
て
陳
列
し
た
。
品
質
は
金
属
製
品
、
木
竹
製
品
、
ガ
ラ
ス
器
、
漆
器
等
で
、
斬
新
な
趣
き
は
観
客
を
驚
か
し
、
即
売
成

績
も
相
当
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
昭
和
十
一
年
十
一
月
に
は
第
二
回
展
を
開
き
、
新
し
い
観
客
を
集
め
て
好
評
を
博
し
た
。



っ
て
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
、
計
算
機
等
の
需
要
が
増
す
と
い
う
皮
肉
な
現
象
が
起
っ
た
。
そ
の
た
め
所
管
事
項
も
増
大
し
た
の
で
、
昭
和

十
一
年
六
月
新
た
に
器
械
課
を
設
け
た
。
よ
っ
て
文
具
部
は
従
来
の
販
売
課
を
改
称
し
た
文
具
課
と
仕
入
課
、
そ
れ
に
こ
の
器
械
課
と

の
三
課
制
を
採
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
と
共
に
国
産
品
の
製
造
販
売
の
必
要
に
迫
ら
れ
た
の
で
、
各
品
目
を
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
下
請

工
場
を
指
導
督
励
し
、
製
作
に
専
念
さ
せ
た
。
丸
善
と
し
て
は
初
め
て
、
工
業
専
門
学
校
卒
業
者
二
名
を
採
用
し
た
の
も
こ
れ
の
為
で

あ
っ
た
。
こ
こ
で
煩
を
避
け
る
た
め
、
そ
の
一
覧
表
を
左
に
添
付
し
て
お
く
。
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自
動
稀
号
器

計
算
機

手
形
用
数
字
打
抜
機

タ
イ
ム
レ
罰
ｉ
グ
ー

謄
写
機

丸
善
Ｂ
型
乳
様
式

丸
善
Ａ
型
五
様
式

丸
善
Ｓ
Ａ
型
九
様
式

モ
ン
ロ
ー
Ｋ
Ａ
Ａ
巣
○
三
型
計
算
機
（
地
動
会
自
動
式
）

モ
ナ
…
ク
ボ
タ
ブ
ル
計
算
機

フ
ァ
シ
ッ
ト
計
算
機

モ
ン
ロ
ー
Ｓ
Ｓ
型
計
算
機

丸
善
計
算
機
〈
‐
｝
四
・
二
十
桁
）

丸
善
数
字
打
抜
機

ト
ル
ソ
ン
・
タ
イ
ム
ス
タ
ン
プ

丸
善
タ
イ
ム
レ
コ
ー
ダ
ー

丸
善
ロ
ン
ド
輪
転
謄
写
機
五
号

″
十
号
（
自
動
給
紙
装
置
及
イ
ン
ク
自
動
補
給
装
置
付
）

″
六
号
（
自
動
給
紙
装
世
付
）

昭昭昭昭昭昭昭昭昭昭昭昭昭昭

和和和和和和和和和和和和和淵：
－１一十十十
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識
浜
平
戸
工
場
及
び
東
京
垂
柴
製
作
所
製

米
国
モ
ン
ロ
ー
社
よ
り
輸
入

米
同
ダ
ル
ト
ン
会
社
よ
り
輸
入

ス
エ
ー
デ
ン
製

米
国
壬
ン
？
‐
槌
よ
り
輸
入

神
戸
西
宮
太
陽
計
算
器
株
式
会
社
製

東
京
近
藤
商
会
製

米
国
Ｉ
ル
ソ
ン
韓
よ
り
輸
入

大
阪
時
計
電
気
工
業
株
式
会
社
製

京
都
第
一
製
作
所
製

種
目

機
械
名
年
汝

一
術
老



に
は
、
上
海
と
天
津
に
店
を
持
っ
て
い
た
木
村
公
司
を
代
理
店
と
し
て
輸
出
を
行
っ
た
。
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こ
こ
で
特
に
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
国
産
文
具
類
の
海
外
輸
出
で
あ
る
。

国
産
文
具
類
の
海
外
輸
出
は
、
昭
和
七
年
頃
か
ら
開
始
し
た
が
、
市
場
開
拓

の
程
度
に
過
ぎ
ず
、
種
類
も
番
号
器
、
く
り
出
し
鉛
筆
な
ど
数
種
に
限
ら
れ
、

金
額
も
数
千
円
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
昭
和
十
一
年
に
な
る
と
、
欧
州
の

グ
ロ
逼
迫
し
た
国
際
状
勢
は
、
従
来
の
顧
客
で
あ
っ
た
、
イ
タ
リ
ー
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、

タヵ
ェ
ジ
プ
ト
、
シ
リ
ヤ
、
パ
レ
ス
タ
イ
ン
等
諸
国
へ
の
輸
出
を
阻
ん
だ
か
ら
、
濠

具率
州
、
南
米
の
諸
国
へ
の
貿
易
に
力
を
そ
Ｌ
ぐ
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
ァ

銅
ル
ゼ
ン
チ
ン
は
比
較
的
高
級
品
の
需
要
が
多
か
っ
た
の
で
、
昭
和
十
年
以
降
十

輪
四
年
の
春
ま
で
は
、
そ
の
主
都
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
に
あ
る
マ
キ
シ
モ
・
シ
ュ

・
リ
ュ
セ
ル
ベ
ル
グ
社
を
代
理
店
と
し
て
交
易
を
行
い
、
以
後
は
更
に
同
地
の
ラ

イ
ン
ポ
ー
ト
ド
ラ
社
に
変
更
し
て
交
易
を
つ
宮
け
て
来
た
。
ま
た
濠
州
へ
の
輸

出
は
オ
ノ
ト
万
年
筆
の
代
理
店
を
し
て
い
る
シ
ド
ニ
ー
の
ノ
ル
マ
ン
・
ベ
ー
ヵ

ー
・
ア
ン
ド
・
ロ
ン
ク
ハ
ー
ス
ト
社
と
代
理
店
契
約
を
結
び
、
更
に
中
国
向
け



「
ペ
ン
を
持
つ
人
皆
ア
テ
ナ
」

1０１１

こ
れ
は
昭
和
十
一
一
年
六
月
に
丸
善
ア
テ
ナ
イ
ン
キ
の
標
語
を
公
募
し
た
時
、
一
等
に
当
選
し
た
作
品
で
あ
る
。
こ
の
外
二
等
一
一
席
は

「
ア
テ
ナ
の
商
標
イ
ン
キ
の
目
標
」
「
ア
イ
ウ
エ
オ
か
ら
親
し
い
ア
テ
ナ
」
ま
た
、
三
等
三
席
は
「
ペ
ン
字
の
世
界
に
輝
く
ア
テ
ナ
」

「
終
始
鮮
色
」
「
文
化
の
蔭
に
ア
テ
ナ
の
光
」
で
あ
っ
た
。
時
宛
も
帝
国
飛
行
協
会
が
民
間
航
空
充
実
資
金
を
募
集
し
て
お
り
、
ま
た
逓

信
省
は
愛
国
郵
便
切
手
を
発
売
し
た
の
で
、
丸
善
は
両
者
に
協
力
し
て
、
航
空
愛
国
郵
便
は
が
き
或
い
は
愛
国
切
手
四
銭
貼
付
の
私
製

は
が
き
を
以
っ
て
応
募
用
紙
と
し
た
。
そ
の
結
果
、
応
募
総
数
二
○
五
、
七
五
一
一
一
通
の
う
ち
か
ら
厳
正
審
査
の
の
ち
前
記
六
種
を
入
選

作
と
定
め
た
。
賞
金
は
一
等
三
○
○
円
、
二
等
一
○
○
円
、
三
等
五
○
円
等
で
、
副
賞
と
し
て
帝
国
飛
行
協
会
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
六
七

個
の
飛
行
機
模
型
を
記
念
品
と
し
て
四
、
五
等
入
選
に
い
た
る
ま
で
贈
呈
し
た
。
尚
、
こ
の
時
愛
国
切
手
と
愛
国
は
が
き
に
よ
る
帝
国

飛
行
協
会
へ
の
寄
贈
金
は
五
、
三
○
○
余
円
に
達
し
た
。
イ
ン
キ
部
が
洋
物
卸
部
か
ら
独
立
し
た
の
は
大
正
十
四
年
九
月
で
、
そ
れ
以

来
、
特
に
イ
ン
キ
及
墨
汁
の
大
口
卸
売
に
力
を
容
れ
そ
の
た
め
に
は
、
昭
和
十
一
一
一
年
八
月
ま
で
の
十
一
一
一
年
間
に
、
四
四
回
に
及
ぶ
特
価

販
売
を
行
い
宣
伝
に
努
め
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
鉄
冠
を
頭
に
い
た
唖
い
た
淵
酒
な
ギ
リ
シ
ャ
戦
士
の
商
標
と
「
丸
善
ア

テ
ナ
イ
ン
キ
」
の
名
声
は
、
日
本
全
国
の
津
々
浦
灸
に
拡
ま
っ
て
行
っ
た
。
丸
善
墨
汁
も
又
こ
れ
を
逐
っ
て
広
範
囲
に
進
出
し
た
の
は

い
う
ま
で
も
な
い
・
今
そ
の
多
彩
な
種
類
を
昭
和
十
三
年
四
月
発
行
の
丸
善
イ
ン
キ
目
録
に
よ
っ
て
拾
っ
て
見
る
と
、

万
年
筆
用
丸
善
ア
テ
ナ
イ
ン
キ
（
黒
・
赤
・
青
）
オ
リ
オ
ン
イ
ン
キ
（
黒
。
青
）

筆
記
用
丸
善
真
黒
イ
ン
キ
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
イ
ン
キ
（
黒
。
赤
・
青
。
紫
）
丸
善
イ
ン
キ
（
黒
・
赤
・
青
。
緑
・
紫
）

特
殊
用
丸
善
製
図
用
イ
ン
キ
（
真
黒
。
赤
・
紅
。
燈
。
青
。
藍
。
鼠
。
緑
。
紫
・
童
・
黄
・
茶
）



墨

汁

丸
善
青
写
真
用
イ
ン
キ
（
白
。
赤
・
緑
・
紫
。
黄
。
茶
）

丸
善
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
キ
（
真
黒
）
「
証
券
類
記
載
用
」

丸
善
自
記
用
イ
ン
キ
（
黒
・
赤
・
青
・
紫
。
緑
。
黄
。
茶
）
「
地
震
計
。
乾
湿
計
記
載
用
」

丸
善
コ
ッ
ピ
ー
イ
ン
キ
（
紫
）

丸
善
早
刷
用
イ
ン
キ
（
紫
）

丸
善
ス
タ
ン
フ
イ
ン
キ
（
紫
。
真
黒
・
赤
。
青
。
緑
）

丸
善
墨
汁
・
丸
善
朱
墨
汁
・
摺
込
用
丸
善
墨
汁
（
荷
物
包
装
用
木
箱
、
木
材
等
に
摺
込
む
も
の
）
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丸
善
ア
テ
ナ
イ
ン
キ
と
共
に
忘
れ
ら
れ
な
い
の
は
丸
善
ア
テ
ナ
万
年
筆
で
あ
る
。
云
う
ま
で
も
な
く
国
産
万
年
筆
界
の
第
一
級
品
で

あ
る
が
、
こ
れ
が
多
量
に
生
産
販
売
さ
れ
る
ま
で
に
は
、
文
字
通
り
血
の
参
む
よ
う
な
苦
労
を
経
験
し
て
来
た
。
丸
善
が
国
産
万
年
筆

の
製
造
に
手
を
染
め
た
の
は
遠
く
大
正
三
、
四
年
頃
で
、
そ
の
最
初
の
も
の
は
米
国
ウ
ォ
ー
タ
ー
マ
ン
万
年
筆
の
形
を
模
し
た
ゼ
ニ
ス

万
年
筆
で
あ
っ
た
。
専
属
の
下
請
エ
場
に
命
じ
て
試
作
し
て
発
売
し
た
が
、
や
は
り
丸
善
の
顧
客
は
輸
入
品
を
賊
入
す
る
傾
向
が
多
分

に
あ
っ
た
か
ら
、
ゼ
ー
ー
ス
万
年
筆
の
売
行
き
は
思
わ
し
く
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
幾
許
も
な
く
そ
の
製
造
を
止
め
、
新
た
に
英
国
製
オ
リ

オ
ン
万
年
筆
を
模
し
た
グ
ロ
ー
リ
ー
万
年
筆
、
オ
リ
オ
ン
万
年
筆
の
一
一
種
類
と
、
他
に
軸
が
透
明
で
外
部
か
ら
イ
ン
キ
の
量
が
見
分
け

ら
れ
る
ア
ル
ビ
オ
ン
万
年
筆
を
製
作
販
売
し
た
。
後
者
は
そ
の
珍
奇
な
趣
向
で
人
気
を
あ
つ
め
た
が
、
前
二
者
は
国
産
と
云
う
名
の
下

で
輸
入
品
の
販
売
高
に
は
及
ば
な
か
っ
た
。
し
か
し
丸
善
で
は
決
し
て
あ
き
ら
め
な
か
っ
た
。
下
請
業
者
を
指
導
鞭
縫
し
、
そ
の
研
究



錘蝋懸繍鑓

繰出式

ひ
た
す
ら

を
助
け
て
唯
単
品
質
向
上
に
望
み
を
托
し
て
い
た
。
そ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
坂
斉
栄
一
二
郎
は
、
特
に

研
究
心
に
富
み
、
熱
心
に
協
力
し
た
。
そ
こ
で
前
述
の
三
種
の
万
年
筆
の
製
造
を
促
進
す
る
と
共
に
、

彼
に
資
金
を
提
供
し
、
独
特
の
国
産
万
年
筆
製
造
を
依
嘱
し
た
。
か
く
し
て
出
来
上
っ
た
の
が
丸
善

ア
テ
ナ
万
年
筆
で
、
大
正
十
四
年
頃
か
ら
店
頭
を
飾
り
、
そ
の
外
形
の
清
楚
、
機
構
の
精
密
、
イ
ン

キ
の
出
の
良
好
等
、
輸
入
品
に
劣
ら
ぬ
優
秀
さ
は
、
忽
ち
に
し
て
顧
客
の
賞
賛
を
博
し
、
積
年
の
苦

労
を
一
挙
に
払
拭
し
た
。
そ
こ
で
こ
れ
ま
で
の
万
年
筆
の
製
造
を
止
め
、
ア
テ
ナ
万
年
筆
一
本
立
に

し
た
。
坂
斉
は
そ
の
後
も
丸
善
に
協
力
し
て
研
究
改
良
を
つ
づ
け
、
期
待
に
そ
む
か
ぬ
製
品
を
提
供

し
た
。
し
か
し
昭
和
十
二
年
に
病
残
し
て
か
ら
、
そ
の
業
を
継
ぐ
者
が
い
な
か
っ
た
の
で
、
昭
和
十

三
年
三
月
二
十
二
日
、
丸
善
は
荏
原
区
（
現
品
川
区
）
中
延
に
あ
っ
た
坂
斉
の
工
場
を
買
収
し
て
丸

善
荏
原
工
場
と
し
、
ア
テ
ナ
万
年
筆
の
自
主
製
造
に
乗
り
出
し
た
。

鐙蕊譲:ｉ

ルネッサンス型自吸式

アテナ万年筆
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